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村のよ うす

(51年12月 1B現在〉

叩世帯数 1，449戸(-2) 

人 口 7.294人〈ーの

男 3.574人〈十 3)

女 3，720入〔ー 7)ι》

平

鍬

踊

三
回
日
の
出
場

掃事C.[)出備品犠民衛語能天草

第
一
毘
福
島
県
民
謡
芸
能
大
会

が
、
去
る
十
一
月
二
十
七
日
白
河
市
民

会
館
で
、
竜
轄
の
「
平
鍬
踊
り
」
を
は

じ
め
、
県
内
か
ら
七
つ
り
民
俗
芸
能
が

参
加
し
て
盛
大
に
関
か
れ
ま
し
た
。

「
平
鍬
踊
り
」
は
、
県
内
で
は
石

m、
西
白
河
地
方
に
数
多
く
伝
わ
っ
て

い
る
器
楽
系
の
芸
能
で
、
農
作
を
折
顕

す
る
窮
ち
で
す
。

竜
崎
の
乎
鍬
漏
れ
ソ
は
、
ニ
メ
i
ト
ル

余
り
の
青
竹
の
先
端
に
す
ず
き
(
謡
穏

の
か
わ
り
〉
を
つ
け
、
そ
の
下
に
角
行

灯
を
議
し
た
門
笠
祥
」
を
持
つ
笠
枠
役

と
、
柄
を
は
ず
し
た
平
鋲
を
天
保
銭
で

打
ち
鳴
ら
す
十
数
人
の
揺
れ
ツ
子
に
よ

れ
ソ
、
太
鼓
、
首
、
歌
方
の
殿
子
に
合
わ

せ
て
窮
ら
れ
ま
す
。
現
抜
県
内
で
害
保

会
を
組
織
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
平
鉄

踊
り
は
竜
崎
ぐ
ら
い
の
も
の
で
、
関
係

者
の
努
力
の
た
ま
も
の
で
す
。

こ
の
大
会
に
竜
埼
の
一
千
鍬
競
り
は
、

昭
和
二
十
六
年
の
第
一
田
大
会
、
そ
れ

に
第
二
十
回
大
会
と
今
度
で
一
一
一
回
自
の

出
場
で
、
上
野
鶴
雄
保
存
会
長
を
は
じ

め
、
円
熱
じ
た
演
技
に
、
詰
め
か
け
た

一
千
人
近
い
観
衆
か
ら
さ
か
ん
な
拍
手

を
受
け
ま
し
た
。
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九
十
三
名
が
成
人

-圃・・圃邑

月
十
五
日
に
成
人
式

角細駒

田野木

み根
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り一等

叫
成
人
に
達
し
た
若
人
達
の
晴
れ
の
門
出
を
祝
福
す
る
、
五
十
二
年
玉
川

川
村
成
人
式
は
、
来
年
一
月
十
五
日
(
成
人
の
日
)
に
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

"
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

川
村
内
の
成
人
者
は
、
男
五
十
七
名
、
女
三
十
六
名
の
、
合
計
九
十
三
名

一
で
、
該
当
者
は
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
三
十
二
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
れ
た
人
で
す
l

m

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
該
当
者
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
調
査
も
れ
で

川
名
前
が
載
っ
て
い
な
い
と
き
ゃ
、
本
村
出
身
者
で
成
・
人
式
に
参
加
し
た
い

一
と
き
は
、
十
二
月
二
十
日
ま
で
に
公
民
館
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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首
藤
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氏
が
教
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委
員
に

i
臨
時
議
会
か
ら

l

策
六
回
玉
川
村
議
会
臨
時
会
は

去
る
十
一
声月
六
日
開
催
さ
れ
、
提

出
さ
れ
た
議
案
を
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
玲
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
い勺

主
な
内
容
は

次
の
と
お
り

ヨ一一徳

a
-
t川
村
立
川
辺
小
学
校
々
舎

」'
新

'築
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

。
い
で

玉
川
村
立
川
辺
小
学
校
々
舎
新

築
工
事
請
負
契
約
は
、
去
る
八
月

九
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
工
事
の

変
更
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
が
工

事
請
負
契
約
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。

-一宅
変
更
前
契
約
金
額一

億
八
百
万
円

変
更
後
契
約
金
額

一
億
一
千
九
十
三
万
円

工
事
請
負
者
仙
台
市
国
分
町

三
の

一-
一
の
二
五
、
前
田
建
設
工

業
株
式
会
社
仙
台
支
庖
、
支
庖
長

井
上
茂
也

@

~
農
業
施
設
災
害
復
旧
工
事

ハ
頭
首
工
)
請
負
契
約
に
つ
い
て

農
業
施
設
災
害
復
旧
工
事
と
し

て
、
玉
川
村
大
字
川
辺
地
内
に
建

設
さ
れ
る
も
の
で
、
一
千
四
百
六

十
万
円
で
落
札
し
本
契
約
を
す
，る

も
の
で
す
。

工
事
請
負
者
は
、
株
式
会
社
湯

沢
、組
、
代
表
取
締
役
湯
沢
光
市

@
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
教
育
委
員
、
矢
吹
政
治
郎
、
佐

久
間
英
雄
両
氏
が
、
十
一
月
十
八

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
の

で
、
後
任
と
し
て
、
現
教
育
長
で

あ
る
、
矢
吹
政
治
郎
氏
と
、
新
た

に
大
字
中
字
向
二
十
八
の
一
、
首

藤
芳
次
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
全

員
一
致
同
意
一
い
た
し
ま
し
た
。
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飲酒運転と歩行者の
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12月15日から 1月14日まで
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商
問

今
年
も
早
い
も
の
で
、
師
走
の

月
と
な
り
ま
し
た
。

年
末
年
始
は
な
に
か
と
気
せ
わ

し
く
落
ち
つ
か
な
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
酒
を
飲

む
機
会
が
多
く
、
一

飲
酒
運
転
に
よ

る
事
故
も
多
く
な
る
時
で
す
。

3 

年末年始の交通事故防止県民運動

そ
こ
で
、
「
飲
酒
運
転
と
歩
行

者
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
五
十
一
年
十
二

月
十
五
日
か
ら
、
五
十
二
年
一
月

十
四
日
ま
で
、
年
末
年
始
の
交
通

事
故
防
止
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

こ
の
運
動
で
は

1
飲
酒
運
転
の
絶
滅

2
歩
行
者
の
事
故
絶
滅

を
重
点
目
標
と
し
て
、
運
動

が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
村

内
で
も
い
た
ま
し
い
交
通
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
身
近
か

な
問
題
と
し
て
、
こ
の
機
会
に
考

え
な
お
し
、
「
酒
を
飲
ん
だ
ら
運

転
し
な
い
」
「
運
転
す
る
な
ら
飲

ま
な
い
、
飲
ま
せ
な
い
」
「
飲
ん

だ
者
に
は
運
転
さ
せ
な
い
」
の
三

な
い
運
動
を
推
進
し
、
交
通
事
故

の
な
い
、
明
る
い
年
末
年
始
を
お

く
り
ま
し
ょ
う
。

灯
油
の
保
管
は

適
切
に

冬
の
訪
れ
と
と
も
に
、
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
家
庭
が
多
く
な
り

ま
し
た
が
、
燃
料
用
灯
油
の
保
管

に
つ
い
て
は
、
火
災
予
防
条
例
に

よ
り
、
百
リ
ッ
ト
ル
以
上
保
管
す

る
た
め
に
は
、
保
管
設
備
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
設
備
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
量
の
灯
油
を
買
置
き
し
て

い
る
家
庭
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
ド
ラ
ム
缶
で
購
入
さ
れ
て
い

る
家
庭
で
は
、
保
管
設
備
を
完
全

に
し
て
安
全
に
保
管
い
た
し
ま
し

p
-
λ
ノ
0

‘ し
め
や
か
に
行
な
わ
れ
た
追
悼
式

し
め
や
か
に

戦

没

者

追

悼

式

十
一
月
十
七
日
村
民
体
育
館
に

お
い
て
、
戦
没
者
二
百
二
十
五
柱

の
霊
を
慰
め
る
た
め
、
玉
川
村
主

催
に
よ
る
戦
没
者
追
悼
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

式
は
、
小
針
村
長
の
式
辞
に
続

い
て
、
県
知
事
代
理
は
じ
め
大
野

県
議
、
首
藤
石
川
郡
遺
族
連
合
会

長
、
佐
久
間
村
議
会
議
長
、
村
遺

族
会
代
表
車
田
マ
ツ
さ
ん
ら
の
追

悼
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
、
各
団

体
代
表
者
二
十
余
名
に
よ
る
献
花

で
追
悼
式
が
終
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
村
遺
族
会
主
催

に
よ
る
神
式
、
仏
式
の
慰
霊
の
祭

事
が
行
な
わ
れ
、
村
長
、
遺
族
会

長
ら
が
代
表
し
て
玉
串
奉
典
並
び

に
焼
香
し
、
最
後
に
遺
族
全
員
に

よ
る
焼
香
が
あ
り
、
厳
粛
の
う
ち

に
も
盛
大
に
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
追
悼
式
を
契
機
に
、
平
和

へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

追
悼
式
に
想
ふ

戦
争
の
た
め

召
集
を
受
け
て
従
軍
し

祖
国
を
離
れ
て

遠
く
異
国
の
大
地
や
海
に

戦
闘
参
加
し

名
誉
の
戦
死
を
遂
げ
ら
れ
た
戦
友

達
よ

北
方
は
身
が
凍
る
ほ
ど
寒
く

南
方
は
火
に
や
け
る
ほ
ど
暑
い

そ
し
て
毎
日
毎
日
の
っ
と
め
は

き
び
し
さ
の
一
言
に
つ
き
る

あ
け
く
れ
苦
難
と
忍
従
以
外
に
何

物
も
な
い

砂
を
噛
む
よ
う
な
動
き
の
中
に

傷
き
た
お
れ

死
水
も
と
れ
ず
に

な
っ
か
し
の
親
兄
弟
に
会
ふ
こ
と

も
出
来
ず

w

ひ
た
す
ら
祖
国
の
平
和
の
み
を
祈

ゲ
り
つ

L

円
戦
死
さ
れ
た
英
霊
よ

N

し
か
も
年
も
若
く

明
未
来
も
あ
っ
た
の
に

町
永
遠
に
祖
国
の
礎
と
な
ら
れ
た

M

英
霊
の
前
に
は

山
あ
ま
り
の
尊
さ
に
一
言
も
な
い

N

英
霊
よ
グ

M

日
本
の
今
日
あ
る
は

w

戦
死
者
の
お
か
げ
で
あ
る

N

戦
後
三
十
年

日
高
度
生
長
し
た
祖
国
日
本

町
ほ
ん
と
う
に
有
難
と
う

M

十
一
月
十
七
日
に

山
体
育
館
に
て

ザ
玉
川
村
主
催
の
戦
没
者
追
悼
式
が

輸

夫

貞

行
わ
れ
た

こ
二
五
柱
の
英
霊
に
対
す
る

遺
族
一
同
が
会
し
て
冥
福
を
祈
っ

た遺
族
と
し
て
は

村
当
局
並
に
式
典
執
行
関
係
者
一

同
に
対
し

有
難
く
敬
意
と
感
謝
の
念
を
禁
じ

い
ま
せ
ん

げ
ん
し
く
な
式
場
に
居
る
と

英
霊
が
無
言
の
う
ち
に

「
お
ご
る
平
家
は
久
し
か
ら
ず
」

と
か

お
ど
ら
ず
高
ぶ
ら
ず

分
度
で
ゆ
こ
う
と
話
し
で
く
れ
て

る
よ
う
だ

遺
族
は
戦
後
の
苦
し
か
っ
た
時
代

を
し
の
び

英
霊
の
心
に
む
く
い

平
和
な
日
本
を
築
く
た
め
に

が
ん
ば
ろ
う

さ
ら
ば

英
霊
よ
永
遠
に
安
か
な
れ
と
祈

る。

以

上
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南

須

釜

来
春
四
月
、
村
内
の
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
は
次
の
と
お
り
で
す
。

該
当
児
は
昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
児
童
で
男
五
十
三
名
、
女
五
十
二
名
の
合
わ
せ
て
百
五
名
と

な
り
、
今
年
よ
り
四
名
少
な
く
な
り
ま
す
。

(
も
し
、
調
査
も
れ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
)

〈
〉
須
釜
小
(
勾
名
)

水道の防寒13( 

藤哲みで章治 j

防
寒
は
こ
の
よ
う
に

南

須

釜

大

越

準

子

大

野

多

司

草

野

友

子

大

野

ル

リ

子

大

野

博

良

小

原

克

友

高

橋

久

美

子

大

野

み

き

子

小

原

美

弥

子

大

越

ト

ミ

子

阿

部

三

男

瀬

谷

ゆ

み

相

楽

春

美

相

楽

雅

俊

松

田

し

の

ぶ

北

須

釜

矢

吹

葉

子

塩

沢

康

弘

須

田

純

子

小

針

正

志

草

野

美

紀

子

小

針

由

紀

矢

吹

正

渡

辺

め

ぐ

み

佐

久

間

拓

也

塩

沢

広

毅

士
口

森須須

功栄安重十重猶昭保清好一忠
功

男子徳房七孝徳雄良良利智男由
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金首溝須首藤佐添双高溝

沢藤井釜藤田藤田里原井
二 し

良純正淳晴三弘博文世の

司子宏子 美 男 明 文 枝 光 ぶ

三両鉄義治美孝永正常一
知 三
夫輔弥男司子雄命輝幸夫

岩

法

寺

石

森

美

智

子

大

竹

寿

彦

鈴

木

進

石

森

栄

須

釜

光

夫

草

野

春

美

塩

沢

昌

功

村

越

秀

美

大

竹

恵

美

子

奥

野

恵

大

竹

義

和

倉

鎌

孝

子

〈
〉
川
辺
小

(
日
名
〉

貞

三

寿

雄栄
浅

一
竹

松

重

一

忠

雄
英

夫信
義

則

義

明

源

三

①
メ
ー
タ
ー
器
は

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
入
る
大

き
さ
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
、
「
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
」
を
粉
末
に
し

て
入
れ
て
、
袋
の
口
を
ふ
さ

ぎ
、
メ
ー
タ
ー
の
上
に
の
せ

て
、
フ
タ
を
す
る
こ
と

②
①
と
同
じ
よ
う
な
方
法
で
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
か
わ
り
に

「
モ
ミ
ガ
ラ
」
を
入
れ
る
。

③
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
不
凍
栓

の
な
か
は
、
な
る
べ
く
乾
燥
さ

せ
る
こ
と
。

三
、
メ
ー
タ
ー
器
不
凍
栓
の
破

損
、
凍
結
の
修
理
費
は
、
各
自

負
担
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
管
理
す
る
こ
と
。

四
、
漏
水
、
故
障
の
際
は
、
役
場

水
道
課
、
ま
た
は
、
水
道
工
事

公
認
庖
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

、。

住

所

児

童

名

川

辺吉

田

ま

ゆ

み

前

田

勝

大

竹

賢

一

老

沼

シ

ズ

エ

矢

部

義

則

坂

本

百

合

恵

須

藤

博

矢

吹

孝

之

矢

部

一

之

矢

部

治

美

矢

吹

は

る

み

保
護
者

冬
の
水
道
管
理
は

昭和51年12月 1日

寿

光

義

勝武
和

義

義

秋
精

一

博

彦

竹

治
重

之

忠

治

春

男

こ
れ
か
ら
冬
季
聞
は
、
水
道
管

や
メ
ー
タ
ー
器
な
ど
の
凍
結
が
心

配
さ
れ
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の
点
に

留
意
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

て
夜
間
蛇
口
の
凍
結
が
心
配
さ

れ
る
と
き
は

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
手
前

に
、
丸
い
ふ
た
の
あ
る
不
凍
栓

に
手
を
入
れ
て
、
中
に
あ
る
ハ

ン
ド
ル
を
上
に
し
づ
か
に
引
く

と
、
蛇
口
の
水
は
不
凍
栓
よ
り

抜
け
て
、
凍
結
し
な
く
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
翌
朝
水
を
使
う

と
き
、
不
凍
佳
の
ハ

γ
ド
ル
を

下
に
押
す
と
水
が
出
ま
す
。

一
一
、
メ
ー
タ
ー
器
は

村
の
貸
付
品
で
す
の
で
、
凍
結

し
な
い
よ
う
に
次
の
よ
う
な
方

法
で
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。
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三
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W
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F
ノ

由

民

勝

幸

忠

雄b
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J
 

一
元
重

勝

喜
朝

雄

義

晴
森

男

たまかわ

〈
〉
玉
川
-
小
(
切
名
)

蒜

生真

弓

美

代

子

曲

山

美

恵

子

小

高石

井

柳

沼

武音

二治

広報

幸勝元

子美子

貞豊和

寿
釜

豊
釜

好

保春

金
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f
E
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f
E
r
E
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-
-
3
1
J
E
F
E
t
f
j
z
'
}
j
j

ぃ
「
揚
蟻
」
真
弓
作
左
衛
門
斬
殺
顛
末
記

…，
f

民
法
一
一
の
心
パ
弱

小

高

岩

谷

浩

之

光

Z

り
な
が
ら
、
踏
瀬
の
現
場
を
自
指

し
て
急
ぐ
ν

り
で
あ
っ
た
。

長
持
藩
か
ら
、
沿
線
の
人
家
は
、
。
お
う
乏
う
に

低
限
川
賞
e

て
芸
寝
静
ま
っ
て
い
た
。

関
も
な
く
、
現
場
に
到
着
す
る

足
田
養
一
一
一
郎
、j

と
、
時
を
移
さ
ず
、
完
棒
検
視
拡

骨
一
一
名
づ
っ
を

s

s

'

;

級
生
村
か
ら
と
り
か
か
ず
た
c

改
め
て
見
る
惨
劇
の
様
子
は
・
:

竜
平
と
人
犬
四

ハ
頭
の
ま
ん
中
に
銃
で
突
い
た
そ
し
て
欝
み
て
も
余
ち
あ
る
加
藤

陪
滋
絞
の
現
場

傷
が
あ
h

ッ
、
脳
天
を
貫
通
し
て
い
の
と
と
な
ど
を
、
走
馬
灯
り
如
く

つ

え

で

、

そ

の

目

め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
、
う
つ
ぶ
せ
に
倒
れ
魁
諜
に
去
来
す
る
の
を
持
え
る
と

た
か
ら
だ
の
首
家
わ
か
ら
、
一
屑
先
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

に
か
け
て
、
背
筋
ま
で
数
か
所
に

の
款
の
太
市
は
わ
た
っ
て
、
切
り
つ
け
た
刀
脅
か
器
援
命
令
下
る

紋
し
、
ぁ
7
り

為
る
。
の
ど
は
少
し
ば
か
り
切
残

れ

て

、

時

刻

は

出

荷

の

註

留

所

に

判

的

饗

し

た

時

な
っ
て
い
た
o

っ
て
い
る
。

γ

は
、
一
行
は
身
、
私
心
も
す
っ
か
り

そ
し
て
、
↑
そ
り
腰
に
は
、
続
拠

出

ゃ

に

上

は

、

現

・

:

‘

:

っ

か

れ

は

て

て

い

た

。

の
悶
印
と
し
た
紙
北
が
キ
チ
ン
と

か

な

け

れ

ば

な

い

事

件

処

理

の

重

大

責

務

を

民

な

結
え
つ
け
ら
れ
で
あ
っ
た
。
‘

り

取

調

べ

に

、

っ

た

宮

寧

雨

藩

の

鱗

開

発

は

、

早

速

閉
が
か
か
っ
た
場
者
は
、
薬
物
活
の
横
の
選
小
加
害
者
加
藤
の
処
置
託
つ
い
て
慎

農
の
前
広
倒
れ
て
い
た
。

九

・

名

が

白

河

を

震

な

協

議

を

つ

H
A

け
た
。
湾
勝
一
日
放

検
援
の
結
果
、
以
上
の
こ
と
が

司

当

日

の

夜

中

は

、

官

草

と

し

て

、

滞

と

し

て

、

:

明

穫

こ

な

つ

な

。

之
か
ら
で
あ
っ

J
E
-
-
?

と
り
H

み
ち
の
く
ρ
の
辺
地
一
宿

…

持

び

自

湾

へ

‘

駅

に

汚

名

を

残

し

た

く

な

い

と

い

中

、

人

夫

と

し

う

気

持

は

、

前

日

の

取

調

態

度

、

れ
切
っ
た
沼
人
事
件
の
詳
細
を
鶏
査
し
終
え
た
口
調
ぷ
‘
り
か
ら
も
容
易
拡
控
祭
出

あ
ら
ば
こ
そ
、
一
行
は
、
一
得
び
白
湾
の
駐
宿
所
ヘ
来
た
。
両
隊
長
は
、
加
藤
を
、

め
っ
て
、
身
心
と
引
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

n
慈
刑
H

に
科
す
る
こ
と
に
決
定

っ
て
し
ま
っ
て
滋
に
一
睡
も
せ
ず
に
冷
議
夜
の
を
下
し
た
。

究
努
作
業
に
潜
た
っ
た
わ
け
で
あ

〈
次
号
に
つ
づ
く
〉

た
い
足
を
引
ず
る
。

2
1
rも
zpteeEze--F15153t192Er--一2
S
1
5も
2
2
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1
rミ
J
E
J
1
2
Z
2
t
r
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'
E
3
5
3
2
1
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2
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冷
害
に
よ
る

村
氏
税
の
減
免
に

ーマンの

まかわ

年末調整で精算

十
E
仇

つ
い
て

「
昭
和
五
十
一
年
度
の
冷
害
に

因
る
被
災
溜
に
対
す
る
村
税
の
減

免
等
位
欝
す
る
条
加
仰
い
が
、
十
一

月
二
十
九

5
り
臨
時
村
議
会
で
議

演
さ
れ
、
十
一
…
月
一
日
公
布
施
行

さ
れ
ま
し
た
り
で
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

納
税
者
。
皆
さ
ん
は
内
容
を
検

討
さ
れ
、
該
当
す
る
と
患
わ
れ
る

と
き
は
十
ニ
月
二
十
日
ま
で
に
申

接
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
諒
さ
れ
て
も
必
ず
減

免
に
該
議
す
る
と
は
援
ち
ま
せ
ん

の
で
ゆ
し
添
え
ま
す
。

だ
し
い
被
害
を
受
け
、
農
業
所

得
が
平
年
に
お
け
る
(
援
収
額

か
ら
農
業
共
演
金
に
よ
っ
て
支

払
わ
れ
る
べ
き
金
額
を
控
除
し

た
後
む
額
〉
訟
能
以
上
減
収
さ

れ
た
人
で
、
税
を
負
担
す
る
能

力
が
馨
る
し
く
失
な
わ
れ
た
と

ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

サラ
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十
ニ
月
は
滋
泉
所
得
税
の
年
末

調
整
の
月
で
す
c

サ
ラ
9
1
マ
ン
の
貌
金
は
、
給

料
や
ボ
ー
ナ
ス
を
も
ら
っ
た
と
き

に
殻
奴
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
年
間

合
計
額
と
一
年
間
の
給
与
総
額
に

対
す
る
正
し
い
税
金
〈
年
税
額
)

と
は
、
一
致
し
な
い
の
が
普
通
で

す
。
こ
の
た
め
、
そ
の
年
最
衡
の

給
与
の
・
支
払
い
を
受
け
る
と
き
に

議
糞
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
年
末
調

整
で
す
。

こ
り
年
末
調
整
で
扶
養
強
除
や

生
命
保
険
料
控
除
、
摸
諸
問
保
険
料

控
除
、
一
一
年
話
N
M
障
の
住
宅
取
得

詮
誌
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
控
除
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
む

皆
さ
ん
が
勤
務
先
に
提
出
す
る
申

告
書
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
の
で

誤
り
の
な
い
申
告
を
す
る
こ
と
が

大
坊
で
す
。

な
お
、
多
額
わ
読
療
費
を
支
払

っ
た
場
合
の
医
療
費
控
除
や
、
災

害
に
あ
っ
た
場
合
の
雑
損
艶
除
を

受
け
る
に
は
、
税
務
磐
に
議
定
申

告
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
も
よ
り
の
貌
務

饗
か
税
務
相
談
室
に
お
噂
ね
く
だ

さ
い
。

二
、
議
免
簿
に
畿
通
す
る
税
臣
、

期
務
等

昭和51年12丹1日

村
巣
民
税
第
四
期
分
の
う
ち

村
民
税
の
農
業
所
得
に
採
る
所

得
観
額
の
み
で
あ
る
こ
と
。

五
、
議
議
ま
た
誌
免
験
の
割
合

一
、
減
免
該
議
の
事
由

〈
次
の
衰
の
通
行
ノ
〉

よ
今
、
特
に
は
な
は

軽
減
又
は
免
除

の

割

合

全

部
十
分
の
八

十
分
の
六

十
分
の
四

十
分
の
ニ

前
年
中
の
合
計
所
得
金
額

一一一

O
万
円
以
下
で
あ
る
と
き

ニ
ハ

O
万
円
以
下
で
あ
る
と
き

…ニ

O
万
汚
以
下
で
あ
る
と
き

一ニ

O
O万
円
以
下
で
あ
る
と
き

一一一

O
O万
円
を
超
え
る
と
き

閥
、
申
諸
手
続

申
請
期
畏
昭
和
五
十
一
年
十

二
月
二
十
日
ま
で

(
類
自
厳
中
〉

期
日
経
過
後
は
受

壊
し
な
い
。

申
讃
欝
に
被
害
証
現
襲
、
減

d

収
額
調
書
を
添
付
す
る
‘
こ
と
。

ハ
用
紙
等
は
税
務
課
民
あ
ち
ま

す〉

五
、
減
免
等
位
議
当
じ
な
い
人

付
前
年
の
合
計
所
得
金
毅
一
が

認
否
万
円
を
超
え
る
人

己
農
業
所
得
以
外
む
所
得
金

額
ハ
給
与
、
営
業
等
〉
が
百

六
十
万
円
を
超
え
る
人

持
農
業
所
得
の
な
い
人

碑
均
等
制
酬
の
み
を
納
入
す
る
句

入

穴
、
そ
の
強
不
明
の
点
は
税
務
課

住
民
税
採
に
お
た
ず
お
く
だ
さ

き、

5 



6 

山

道
六
の
二

小

原

安

司

昭和51年12月 1日

家
か
ら
学
校
に
行
く
の
に
、

山
道
を
通
っ
て
行
ノ
ヘ
O

そ
の
山
道
か
ら
け
し
き
が
見
え

る。
山
の
色
は
、
緑
、
黄
、
だ
い
だ

い
色
、色

と
り
ど
り
に
見
え
る
。

あ
の
木
と
あ
の
木
を
組
み
合
わ

せ
る
と
、

い
い
な
あ
と
心
で
思
う
。
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む
こ
う
の
高
い
山
な
ん
か
、

も
う
頭
が
白
い
、

山
も
き
れ
い
だ
。

山
道
か
ら
は
、
ど
こ
で
も
見
え

る。
春
の
眺
め
た
け
し
き
、

夏
に
眺
め
た
け
し
き
、

そ
し
て
、
今
は
一
秋
。

自
然
が
、
か
わ
る
た
び
に
、

ぼ
く
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
山

道
。

ぼ
く
を
足
ど
め
さ
せ
て
く
れ
た

たまかわ広報

山
道
。こ

の
山
道
は
、
何
と
す
ば
ら
し

い
ん
だ
ろ
う
。

品、

一
日
の
終
り

六
の
二

石
森
美
智
恵

今
日
も
一
日
が
、

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

夕
日
が
山
の
か
げ
の

西
の
内
エ
い
っ
ぱ
い
に
、

赤
く
輝
や
い
て
い
る
。

カ
ラ
ス
が
何
ば
も
、

列
に
な
っ
て
、

巣
に
帰
っ
て
い
く
。

今
日
も
一
日
が
、

終
わ
る
な
あ
ノ
.

一
日
が
終
わ
り
、

今
日
の
仕
事
が
終
わ
っ
て
、

一
息
い
れ
る
。

そ
ろ
そ
ろ
今
夜
の
、

星
も
輝
や
き
、

始
め
る
だ
ろ
う
。

林

六
の
ニ塩

沢
り
つ
子

朝
の
会
の
時
み
た
林
は
、

と
っ
て
も
さ
む
そ
う
だ
つ
た
。

で
も
、
青
空
だ
っ
た
か
ら
、

き
れ
い
に
見
え
た
林
。

木
の
葉
が
、

一
ま
い
も
つ
い
て
い
な
い
木
。

外
が
わ
の
木
が
、

内
が
わ
の
木
を
r

、

つ
つ
む
よ
う
に
:
:
:
見
え
た
。

む
こ
う
の
林
は
、

色
ず
い
た
葉
が
の
こ
っ
て
い
る
。

中
か
ん
に
、

緑
色
し
た
林
が
し
げ
っ
て
、

と
て
も
、

た
く
ま
し
そ
う
に
見
え
た
。

あ
さ
じ
し
ゅ
う

須
釜
小
二
年

榊
枝
て
つ
や

先

生

が

来

て

あ
さ
じ
し
ゅ
う
が
、
は
じ
ま
っ

た。か
め
、
あ
た
ら
し
い
ノ

i
ト、

お
な
か
の
教
室
を
七
回
ぐ
ら
い

読
ん
だ
。

て
ん
と
ま
る
を
切
ら
な
い
で

読
ん
だ
の
で
早
く
よ
め
た
。

に
っ
ち
よ
く
が
前
に
出
た
の

で読
む
の
を
や
め
た
。

ぼ
く
は
、
こ
ん
ど
か
ら

て

ん

や

ま

る

を

切

っ

て

読

む

よ

う

に

た。

し
よ
う
と
思
っ

あ

さ
須
釜
小
二
年

瀬
谷
ち
ょ
子

け
さ
六
時
に
お
き
ま
し
た
。

外

に

出

て

見

た

ら

と
て
も
し
ず
か
で
し
た
。

山
を
見
た
ら
き
り
で

は
っ
き
り
見
え
ま
せ
ん
。

あ
の
き
り
が
、
な
か
っ
た
ら
き

れ
い
に
見
え
る
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。

一
分
ぐ
ら
い
見
て
い
ま
し
た
。

わ

た

し

は

山

が

だ
い
す
き
で
す
。

き
り
の
か
か
っ
た

ら
f

す
き
で
す
。

山
も

街を自然を美しく
吸いがらの投げ捨てはやめましよう。

‘'lA《鮮が

も併寸二

工
業
統
計
に

ご
協
力
を

通
商
産
業
省
が
毎
年
実
施
す
る

工
業
統
計
調
査
と
、
五
年
に
一
回

実
施
す
る
工
業
実
態
調
査
が
、
十

二
月
三
十
一
日
現
在
で
行
な
わ
れ

ま
す
。工

業
統
計
は
、
す
べ
て
の
製
造

業
に
つ
い
℃
調
査
す
る
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
工
業
実
態
調
査
は
、

通
産
大
臣
の
指
定
し
た
事
業
所
に

つ
い
て
調
査
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
国
及
び
地

方
公
共
団
体
の
重
要
な
行
政
資
料

と
し
て
、
あ
る
い
は
、
民
間
企
業

の
実
務
上
の
参
考
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
ご
協
力
願
い
ま
す
。
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